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令 和 元 年 ９ 月 

鹿 沼 市  



 

  



 

水源地域振興拠点施設整備基本計画の策定にあたって 

 

 鹿沼市は、豊かな緑と清流が織りなす美しい景観を有し、多様な農林畜産物にも恵ま

れております。その中でも西北部地域は、第 7 次鹿沼市総合計画「チャレンジ１５（い

ちご）プロジェクト」において、山岳・高原ゾーンや里山・清流ゾーンに位置付けられ、

観光や林業を振興し、田舎暮らしや都市住民との交流を行うエリアとしております。 

 水源地域振興拠点施設は、西北部地域の拠点施設として、思川開発事業南摩ダムの建

設に伴い、水源地域対策特別措置法により整備するもので、地元住民と南摩ダムの水を

利用する市内外の方々が様々な交流を行い、互いの理解を深めながら、地域の活性化を

目指すものです。 

 本計画は、平成１９年度に策定した基本計画について、ダム検証後の事業再開にあた

り、０ベースから見直しを行ったもので、整備の基本的考え方や施設の整備内容と管理

運営の方針について明らかにしたものです。今後、本計画を基本としながら、具体的な

施設整備を進めてまいります。 

 当施設が、将来にわたって、市内外の多くの人々に愛され、親しまれる施設となるよ

う努めてまいりますので、市民の皆様のご理解、ご協力を賜りますようよろしくお願い

申し上げます。 

 

令和元年９月 

鹿沼市長 佐 藤  信  
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1. 思川開発事業と水源地域の振興 

  

思川開発事業（南摩ダム建設及び黒川・大芦川から

の取水導水路工事）は、令和６（2024）年度の完成に

向けて進められています。 

ダム建設は、周辺地域の暮らしに大きな影響を与え

る側面もありますが、ダムやダム湖を観光資源として

積極的に地域振興に活用する動きも見られ、地元組織

や民間事業者等による様々な試みが各地で展開され

ています。 

鹿沼市においても、南摩ダム周辺地域及び首都圏の

水源地域のひとつである本市西北部地域の活性化を

図ることを目的に、観光交流の拠点となる「水源地域振興拠点施設」を整備します。 

南摩ダム建設地を含む本市西北部地域は、清流や山岳・高原などの美しい自然、多様

な生産物を生み出す農林畜産業、歴史ある神社・仏閣や民俗文化などの観光資源に恵ま

れています。 

さらに、南摩ダムは、東京から１００ｋｍ圏内にあり、本市の市街地や宇都宮市など

からも近く、高速道路のインターチェンジや鉄道の駅からのアクセスも良好です。 

こうした条件を活かし、鹿沼市西北部地域を水源とする下流域の人々が訪れ、市民の

交流を深められるよう、新たな拠点施設を整備します。 

 

※南摩ダム建設事業における水源地域としては、平成 17 年 2 月 10 日付け国土交通省告示により 

「上南摩町」と「西沢町」が指定されていますが、本計画では、利根川水系の上流に位置し、首都 

圏への水の供給源となっている本市西北部全体を「水源地域」としました。 

 

 

 

南摩ダム完成イメージ 
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・・・関東近辺にあるダム 

（平成 26 年度 河川水辺の国勢調査結果[ダム湖版](ダム湖利用実態調査編)より） 

100km 

 

 

南摩ダム 

 

事業予定地までの所要時間・距離 
 
＜市内中心部（市役所周辺）から＞ 
車で約１５分・約８ｋｍ 

 
＜鹿沼 IC から＞ 
 車で約２３分・約１３ｋｍ 
 
＜都賀西方スマート IC から＞ 
 車で約２０分・約１３ｋｍ 

※西北部地域（山岳・高原ゾーン、里山・清流ゾーン）＝水源地域 



- 3 - 

2. 南摩ダム関連事業における本事業の位置付け 

  

水源地域振興拠点施設整備、南摩ダム建設事業とその周辺で推進される関連事業とが

連携を図り、計画的に整備されることで、各施設を活用した様々な活動の展開が期待さ

れます。 

 

事  業 整備主体 想定される活動 

・南摩ダム建設 

水資源 
機構 

・ダム見学 
 
・環境学習（社会科見学） 
 
・カヌー 
 
・SUP（スタンドアップパドルボード） 
 
・森林アドベンチャー 
  
・ジップスライド 
 
・サイクリング 
 
・植樹、林業体験 
 
・キャンプ 
 
・上下流交流（南摩ダム利水者との交
流事業） 

 
・ダム関連施設整備 
（管理所など） 

 
・ダム湖周辺整備 
（湖面への進入路等） 

 
・付替県道整備 
 
・付替林道整備 
 

・水と緑の南摩の里整備 
 （スポーツ・レクレーション施設） 

栃木県 

・南摩水源の森整備 
 （樹種転換等） 

鹿沼市 

・水源地域振興拠点施設整備 

 

表 1.南摩ダム周辺の施設整備と想定される活動 
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付替林道 

水と緑の南摩の里整備 候補地 

南摩水源の森整備 候補地 

付替県道 

水源地域振興拠点施設 

計画地 

南摩ダム周辺の関連事業候補地 

ダム管理所予定地 
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３. 整備の基本的考え方 

 

3.1. 整備コンセプト 

 

 

 

 

 

3.2. 基本方針 

水源地域である鹿沼市西北部地域の交流拠点として、「癒し」、「遊び」、「学び」、「集う」

ことができる場を整備します。 

 

・水源地域の振興 

南摩ダム周辺地域及び水源地域である本市西北部地域の振興のための交流拠点とし

ます。 

 

・賑わいの創出 

市内外の多くの人たちが集い、地域に賑わいを創出する交流拠点とします。 

 

・交流の促進 

市民と下流域の人々とが多彩な活動を展開する交流拠点とします。 

 

 

 

 

 

豊かな自然に彩られた水源地域に 新たな交流拠点を創出 
 

～多様なニーズに応える柔軟性のある施設を目指して～ 



- 6 - 

 

 

 

 

整備イメージ  
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4. 導入機能 

 

4.1. 導入する施設機能のイメージ 

    

コ
ア
施
設 

温
浴
機
能 

・景色が見える内湯 
 
・解放的な露天風呂 
 
・サウナ 
 
       …等 

・地域の人たちの日常利用に加え、観光の目
的地として選ばれるような魅力ある施設 

 
・自然景観等を活かした、特色のある施設 
 
*収益面でも集客面でも本施設の核とする。 
 
*さらに魅力を高め、他の温浴施設と差別化
を図る。 

飲
食
機
能 

・農村レストラン 
 
・カフェ（軽食） 
 
・眺望のよいテラス 
 
       …等 

・地域の人たちや来訪者が昼食や休憩等で利
用できる施設 

 
*気軽に利用できる軽食から、「ちょっと贅沢 
なランチ」を楽しめるレストランまで、幅広 
いニーズに対応する。 

 
*地元の食材と人材を活用する。 
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コ
ア
施
設 

物
販
機
能 

・物産直売所 
 
        

・地域で採れた新鮮な農産物や加工食品
等を購入できる施設 

 
*ファーマーズマーケット（生産者が直売
する市場）等の定期イベントを開催す
る。 

加
工
機
能 

・食品加工所 
 
        

・地元の農林畜水産物等を用いた独自性
のある食品を加工する施設 

 
*西北部地域の農林畜水産物加工の拠点と 
して位置付け、協力・連携し、競争力のあ 
る商品を開発する。 

 

体
験
機
能 

・調理室 
 
 
 
・学習室 
 
       …等 

 
 
・地元産材を使用したそば打ちや田舎料
理等の体験施設 

 
 
・ダムや水環境、水源地域等に関する学習
施設 

 

※コア施設：本事業の中心(核)となる施設 
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フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な
施
設 

宿
泊
機
能 

 
（例） 
 
 
・グランピング 
 
・キャンプスペース 
 
      …等 

*来訪者や観光客が自然の中で滞在できる
機能を待たせる。 

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
機
能 

（例） 
 
 
・多目的広場 
 
・体験農園 
 
・レンタサイクル 
 
・パンプトラック 

(自転車コース) 
 

      …等 

*地域の人たちや来訪者が南摩をはじめと
した市北西部地域の自然の中で様々な体
験できる場とする。 

 
 
*南摩ダム湖周辺のアクティビティと連携
したプログラムを展開する。 

 

※フレキシブルな施設：その時々のニーズに合わせて柔軟に変化できる施設 
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4.2. 施設規模 

施  設 内  容 規 模 

コア施設 

温浴施設、飲食施設、物販施設 …等 約 1,500 ㎡ 

利用者用駐車場 約 6,000 ㎡ 

フレキシブルな施設 
宿泊機能 

アクティビティ機能    …等 
約 36,000 ㎡ 

管理施設 園路、調整池         …等 約 6,500 ㎡ 

合    計 約 50,000 ㎡ 

 

 

4.3. 建築構造 

 建築構造は、「鹿沼市公共施設木造・木質化基本方針」に基づき、原則として鹿沼市産

出材を使用した木造とします。 
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５. 土地利用 

 

5.1. 土地利用の考え方 

・原則として現況地形を活かして整備します。 

・コア施設である温浴施設及び飲食施設は、敷地中央付近のやや高台に配置し、眺望

を望めるように配置します。 

・フレキシブルな施設については、多様なニーズに応じて柔軟に施設整備を検討 

します。 

 

5.2. 動線計画 

・安全面を考慮し、車両動線と歩行者動線を原則分離します。 

・車両動線は、温浴施設や飲食施設からの眺望を阻害しないよう配置します。 

 

  

日陰橋 

 コア施設エリア 温浴施設、飲食施設、物販施設、駐車場等 

 フレキシブルな施設エリア 宿泊機能、アクティビティ機能等 

 

出入口 

× 

温泉掘削場所 
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6. 管理運営計画と事業手法 

 

6.1.管理運営に関する基本的な考え方 

長期的に持続可能な管理運営体制の構築を目指し、民間事業者による運営を基本とし

ます。 

 

本事業の管理運営の考え方 

 

   

・社会の動向や、利用者のニーズを的確に把握し、常に新たな事業を展開しながら 

利用者の増加、満足度の向上を図る。 

 

・本事業は、本市西北部地域の活性化拠点と位置付け、運営事業者の自主的な提案 

による地域活性化の取り組み（地元雇用、地元産品の活用等）を行う。 

 

・地域の団体等と連携・協働し、市民と下流域の人々との交流事業を展開する。 

 

・収益の確保と経費節減に努め、採算性のある管理運営を行う。 
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6.2. 事業手法 

・本事業は、水源地域対策特別措置法に基づく水源地域整備事業及び思川開発施設基金 

事業等を導入して推進します。 

・本事業は、公設民営方式を基本とします。 

公設民営方式で進めるための事業手法には、①設計・工事を行政が行い、その後

の管理運営を指定管理者に委ねる従来型の手法、②指定管理予定者を先行して選定

し、設計にその意見や意向等を反映させる手法、③設計・工事・運営を一括して発注

するＤＢＯ(Design-Build-Operate)方式等があります。 

本市では、事前に運営事業者を決めてから設計を行う②、③の手法のいずれかを

選択することで、民間の創意工夫を活かした、効率的で柔軟な施設整備を行います。 

 

◎ 指定管理者を先行して選定する場合・・・② 

 

 

 

 

 

 

 

◎ ＤＢＯ方式の場合・・・③ 

 

 

 

          

 

 

※ＤＢＯ方式とは、設計・工事・運営を一括して発注するもので、企画・設計段階から運営事業者

が参画できるため、民間の創意工夫を生かした効果的で効率的な整備が可能となります。また、

管理運営時のコストについても、ランニングコストの安い設備を運営事業者の提案によって採

用することで、長期的には低減できる可能性があります。これにより、財政負担を軽減しつつサ

ービス水準の向上が図ることが期待できます。 

 

設計 工事 運営 公募・選定・契約 

一括して発注・契約する 

公募・選定 

・契約 
運営候補者から設計等へのアドバイス 

公募・選定 

・契約 
設計 工事 

選定・契約 運営 
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７.事業スケジュール 

7.1.  事業スケジュール 

 令和 6（2024）年度までの開業を目指して、事業を進めます。 

 

年度 

（令和） 

実施及び整備内容（予定） 

１  

 

 

２  

 

 

３  

 

 

４  

 

 

５  

 

 

６  

 

 

 

 

 

温泉掘削工事 

 

水源地域振興拠点施設  オープン 

 

造成工事 

施設整備工事 

建築工事 

その他付帯工事 

 

基本設計 

 

実施設計 
 

用地取得 

 

用地交渉 
関係法令等 

の手続き 

運営事業者 

の選定 

管理運営準備 

（広告、PR 含む） 

思川開発事業（南摩ダム建設）  完 了 

 

基本計画 



 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水源地域振興拠点施設整備事業 

基 本 計 画 

２０１９年 

編集・発行/鹿沼市 

 

鹿沼市総務部水資源対策課 

栃木県鹿沼市今宮町１６８８－１ 

電話：０２８９－６３－２２６３ 

 

 


